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４．議題 

１) SIP 施策の統合的プロセス及び出口について 

２) ミシガン大学 MTC(Mobility Transformation Center)と Automated Vehicles Symposium の報告 

３) 信号情報のリアルタイム活用技術の開発及び実証（6/24 報告、再度報告） 
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６．議事要旨 

 １) SIP 施策の統合的プロセスおよび出口について 
Ø 資料 26-1 に基づき、説明と議論があった。 
 

 ２) ミシガン大学 MTC(Mobility Transformation Center)と Automated Vehicles Symposium の報告 

Ø 資料 26-2 に基づき、説明と議論があった。 
 

 ３) 自動走行システム研究開発の今後の進め方 

Ø 資料 25-3 に基づき、説明と議論があった。 
 

７.その他 

Ø 次回は 8月 26日(水) 13:30～15:00 ＠8号館 6F623 にて開催の予定。 
以上 


